
 

 

 

 

 

 

 

“横浜近代下水道導入 150 年/下水処理開始 60 年” 
 もっと知ってほしい“横浜下水道”その取組や魅力を発信します！ 

  

 横浜市における近代下水道の導入は、横浜の外

国人居留地において英国人技師のブラントンによ

り進められ、明治２年（1869 年）に着手、明治４

年（1871 年）に完成しました。その近代下水道が

導入されて 150 年が経過した現在、横浜市におけ

る下水道普及率はほぼ 100％に達し、60 年間続け

てきた下水処理により生活衛生環境はもちろん、

高度経済成長に伴い悪化した川や海の環境も大き

く改善しました。 

 しかし近年、多発する豪雨への備えや、脱炭素

社会実現へ向けた取組など、下水道事業を取り巻

く社会的状況は大きく変化しており、都市を支え

るインフラとしての重要性と役割は一層強くなっ

てきています。 

そこで、「横浜近代下水道導入 150 年/下水処理

開始 60 年」という節目の年に、都市と人々の生活 

を支え続ける下水道の重要性や、浸水対策や老朽 

化対策など安全安心なまちづくりへの取組、脱炭 

素社会への挑戦など、“横浜下水道”の取組や魅力 

について、さまざまなイベントや機会を捉えて発 

信していきます。 

 

１ 記念事業等今後の予定 

 (1) 市庁舎２階における PR 展示（９/１（木）～９/30（金））【記念事業】 

・横浜のまちの発展と下水道（巨大な年表と写真） 

・デザインマンホール蓋（レプリカ）展示 

・写真家 白汚
し ら お

 零
れい

 氏の「美しい横浜の下水道」（写真展示）など 

(2) 「親子の下水道教室」開催（７月下旬～８月の夏休み期間中） 

・親子で楽しく水再生センターを見学 

(3) 下水道展’22 東京における PR ブース出展 

（８/２（火）～８/５（金）於：東京ビッグサイト） 

  (4) 「横浜下水道 150 シンポジウム」の開催（11 月）（関係団体向け）【記念事業】 

※各イベント開催時期に詳細な内容の記者発表を別途行います。 

※上記以外にも大小さまざまなイベントを開催します。 

※専用ホームページを、近日中に公開予定です。 

裏面あり 

 

令 和 ４ 年 ６ 月 １ ０ 日 
環境創造局下水道事業マネジメント課 
環 境 創 造 局 政 策 課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

明治期のアンダーグラウンド（想像図） 

（横浜都市発展記念館提供） 



 

 

２ シンボルマーク 

    

 

３ イベント名・キャッチフレーズ 

（イベント名）    横浜下水道 150  

（キャッチフレーズ） 横浜から始まり、150 年の時を刻む下水道 

－横浜近代下水道導入 150 年/下水処理開始 60 年記念－ 

 

４ その他 

  「横浜近代下水道導入 150 年/下水処理開始 60 年」関連事業の記者発表については、明 

治時代の下水道管「レンガ造り卵形管」を模したデザインをタイトルに付し、シンボル 

マーク、キャッチフレーズを記載して発信していきますので、ご注目ください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合せ先 

※内容全般について  

環境創造局下水道事業マネジメント課担当課長  西高 幸作 Tel 045-671-2940 

※ロゴマークについて 

環境創造局政策課下水道政策調整担当課長    吉野 文雄 Tel 045-671-3586 

 

全体はマンホールを模し、街を上空から見たイメー

ジ。敷設された下水道管によって「150」を表現すると

ともに、山～まち～海をつなげることで「水循環」を連

想させるものとなっています。 

また、「150」の「0」は、水再生センターで水がきれ

いになっていく様子を表現しています。 

【レンガ造り卵形管】 
【記者発表タイトル共通デザイン】 【記者発表貼付用シンボルマーク、 

キャッチフレーズ】 


